
日本国内において、マスクは薬事法に該当しない雑貨品扱いとなり、性能についての国家検定規格がありません。そ
のため、各メーカーごとに表示・広告内容にバラツキがあり、結果として消費者に大きな誤解を与えてしまうというケ
ースがありました。全国マスク工業会では、そのような問題の解決に努め、消費者の適切な理解と使用を促すため、
マスクの「表示・広告自主基準」を策定し、2006年1月に施行。工業会会員となる各マスクメーカーに対し、消費者
保護の立場から表示に対する社会的責任の遵守を呼びかけています。

全国マスク工業会が、マスクの
適正な表示・広告のための自主基準を制定

近年のマスク需要の広がりとともに、一部で曖昧な商
品表示や、消費者に誤解を招くような広告表現が見ら
れるようになりました。医薬品的な表現を用いたり、独自
の試験データをあげて花粉や細菌の捕集効果を宣伝
する例も見られました。
こうした背景のもと、全国マスク工業会では、マスクに
ついての適切な理解と正しい使用方法を確保すること
を目的として、表示・広告の自主基準を作成しました。

まず「マスク」を次のように定義します。

これをふまえて、マスクの表示・広告において次の２
点を基準として制定しました。
1.医薬品的な効能や効果を標榜してはならない。
2.根拠がないフィルタ部の捕集効率の数値表示をし
てはならない。

マスクの表示・広告自主基準について

■医薬品的な効能をうたいません

天然繊維・化学繊維の織編物または不織布を
主な本体材料として、口と鼻を覆う形状で、花
粉、ホコリなどの粒子が体内に侵入するのを抑
制、また、かぜなどの咳やクシャミの飛沫の飛
散を抑制することを目的に使用される、薬事法
に該当しない衛生用製品
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全国マスク工業会は、社団法人日本衛生材料工業連
合会に対して厚生労働省よりマスクの使用表示の検
討が要請されたことを機に、2005年3月に発足した業
界団体です。家庭用・医療用マスクメーカーをはじめ、
輸入業者や材料製造業者で構成されるこの団体で
は、前述の自主基準に基づく適正な表示推進のほか、
フィルタ性能の試験方法の統一化や消費者に向けた
マスク啓蒙用冊子の無料配布、海外の関連団体との
情報交換などを通して、マスクの普及に努めています。

2007年5月にはマスクの効果的な
使用法についてのパンフレットを制
作。50万部を用意し、量販店などで
無料配布を行いました。

消費者の健康保全に貢献する全国マスク工業会

全国マスク工業会では、商品の容器や包装への表示
方法を統一しています。下記7項目について表示する
ことを自主基準として取り決めています。

品名
「マスク」と記載する。なお、「マスク」の後に（商品名〇
〇〇）と商品名を括弧書きしてもよい。

対象
風邪・花粉・ホコリ等と表示する。

素材名
本体・耳部・フィルタ部の素材名称を表示する。

抗菌剤名
抗菌剤を使用の場合は、枠内に欄を設けて、抗菌剤
の成分を表示する。

入数
入数や枚数を表示する。

業者名
製造者と販売者が同一の場合は、「製造・販売者名」
を表示する。製造者と販売者が異なる場合は、生活者
に対する責任元を表示する。

包装材の材質
包装材の材質を表示する。

■枠内表示の仕様を統一しています
表示例
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マスク（商品名 ○○○）

風邪・花粉・ほこり等
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2007年上半期「マスク生産数量」と
多様化するマスク分類学

マスクは、機能・用途別に大きく3種類にわけられます。医療
用・産業用マスクの生産数は比較的安定していますが、薬
局やスーパーなどで売られている家庭用マスクについては、
カゼや花粉シーズンに合わせて生産・売上が急増。市場拡
大の主な要因となっています。

鳥インフルエンザやSARS（サーズ）といった感染症の流行、さらには国民病ともいわれている花粉症への対策な
ど、拡大する需要を受けて、マスク市場は飛躍的に拡大しています。07年度は、会員38社の集計報告から推計す
ると、12億枚程度の生産量になると見込まれます。それにともない各メーカーからは形状や材質、用途別など、
バラエティ豊かなマスクが生産販売されるようになりました。そうした市場の動向を受けて全国マスク工業会では、
2006年度より会員企業43社を対象に「マスク生産数量調査」を実施。安定したマスクの供給を目指しています。
この特集では、2007年度上半期（2007年4月～9月）の調査結果と合わせて、多彩なマスクの種類について紹
介していきます。

風邪、花粉対策や防寒・保湿などの目的で日常に使
われるマスク。

医療現場で、外科手術などの際に使われる感染防
止用マスク。サージカルマスクとも呼びます。

主に工場などの作業時の防塵対策に使用されるマ
スク。工業用マスクや防塵マスクとも呼びます。

機能・用途別マスクの生産比率（数量）
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家庭用マスク

医療用マスク

産業用マスク

主に綿織物を重ね合わせたマスクで、最近では
中に特殊なフィルタを縫い込んで花粉などの通
過を防ぐものも増えています。

複数の原料を組み合わせることで、厚みや空隙
を自由に調整できるのが特徴。値段が安く、使い
切りを前提にしたものが中心です。

消費者にとって、最も馴染みの深いのが家庭用マスクです。
一般に広く使用されているこのマスクは、原材料となる素材
によって「ガーゼタイプ」と「不織布タイプ」に分けられます。

家庭用マスク素材別生産比率（数量）

ガーゼタイプ

不織布タイプ

2007年度上半期
用途別マスク生産比率

2007年度上半期
家庭用マスク素材別生産比率

家庭用マスク
72%

医療用マスク
16%

産業用マスク
12%

不織布タイプ
98%

ガーゼタイプ
2%
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一般的なガーゼマスクといえる平型タイプの魅力は、高い保湿性と保温性で
す。マスク本来の捕集や飛散防止といった機能に加え、睡眠時やエアコンの
効いたオフィスなどで、乾燥からノドを守のに役立ちます。また、天然素材であ
る綿織物を使用しているのも大きな特徴です。

顔前部にフィットし、また圧迫感を与えません。前面がプリーツ状になっている
ため、口の動きにも柔軟に対応。マスクをしたまま話をしてもズレにくいのが
特徴です。また、プリーツを上下に広げて装着することでマスクと口の間に空
間が生まれ、呼吸がラクに行えます。

人間の顔の形に合わせてデザインされているため、隙間なくピッタリとフィット
します。また、マスクと口元の間に空間ができるので、装着時の息苦しさやしゃ
べりにくさが大幅に緩和されます。女性にとっては、口紅うつりが少ないのも
大きな魅力となるでしょう。

マスクの形状は、大きく分けて3つのタイプがありま
す。1つ目は、マスクの代名詞ともいえる平面的な平
型マスク。2つ目は、立体的になるプリーツ構造を採
用したマスク。そして3つ目が、顔のラインに沿った形
状で密着性を高めた立体型マスクです。形状や素材

の利点を活かしたこれらのマスクには、それぞれに多
くの特徴があります。使用する目的はもちろんのこと、
付け心地や顔との密着性などを考慮したマスク選び
をすることで、捕集や飛散防止といったマスクの効果
を格段に高めることができるのです。

形状によるマスクの分類

文字通り「織っていない布」のこと。繊維あるいは糸などを織ったりせず、熱的、
機械的、化学的作用により繊維を接着またはからみ合わせた薄いシート状の
布のことをいいます。粒子捕集性や通気性に優れることからマスクのフィルタ部
に使われたり、紙おむつや生理用品などに幅広く使われています。
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不織布って何？

平型マスクの特徴

プリーツ型マスクの特徴

立体型マスクの特徴
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かしこいマスクの選び方

マスクを着用することで、寒い季節にノドの乾燥を緩和したり、冷気を防ぎます。また、風邪ひいているとき、
咳やクシャミの飛沫をまき散らさないというエチケット的用途にも適しています。

現在はたくさんの種類のマスクがあり、風邪対策・花粉対策の両方に効果的なマスクも多数あります。多くの種類
やサイズの中から、自分に合ったものを選ぶとき、最も注意したいのが顔への密着性と付け心地です。いくらフィルタ
ー性能が優れていても、顔とマスクの隙間ができてしまっては、あまり意味がありません。また、花粉時期や風邪のシ
ーズンには長時間使用することが多くなります。装着感が悪く、すぐに外したくなるようなものも論外でしょう。

実際には購入前に試すことはできない
ので、いくつか使ってみて、いちばん自
分に合うものを選ぶようにしましょう。

マスクを選ぶ際の6大チェックポイント

日々の生活の中でこんな時にマスクをお使いください。

自分のために、周りのために。風邪の季節にはぜひマスクを！
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1.　購入前　素材・機能をチェックする

2.　購入前　形・サイズをチェックする

3.　購入後　顔との間に隙間ができないか

4.　購入後　耳かけで耳が痛くならないか

5.　購入後　呼吸がしやすいか

6.　購入後　ゴワゴワしたり不快感はないか

カゼの季節の外出時は
マスクを着用しましょう！

普段から風邪を引かないよう、治癒力UPや運動後のケアのためにマスクをしましょう。

カゼをひいたと思ったら、
外出時にマスクをするのが

エチケット！

家族のために、
カゼひき時は家の中でも
マスクをしましょう！
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職場や学校で… オフィス内 衛生的な
職場

給食当番
調理実習

お出かけ時に… 人ごみ 移動中 花粉 ・黄砂
飛散

防寒・
保湿用

ご家庭で… 大掃除 就寝時 園芸作業 試験勉強






